
第十二回配本

姫踏市史 第五咎 t 
本編 近現代 1 監佗 神戸大学名狩教投

八木哲浩

•
I、

明治初）りJ汲師 IIIから飾磨肌庁と姫路城を叩む
• •= 

第-:: I 八III立銀行紙幣(|-. li.『J券、下、と日券）

日本銀行金融研究所貨幣柚物餡所蔵

| 鷹｀｀ 鯰lれ込みについて 1 

申
込
先

弟
十
二
回
配
本
、
「
姫
路
市
史
」
第
J
i
咎
上
本
編
近
現
代
ー
を
お
屈
け
し
ま
す
。
第
五
径
で
は
、
は

じ
め
一
冊
の
配
本
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
悶
富
な
史
料
の
発
見
に
よ
り
上
・
下
二
分
冊
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
本
巻
は
、
第
十
二
巻
史
料
編
に
対
応
す
る
も
の
で
明
治
期
の
姫
路
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

姫
路
は
、
近
世
卜
五
万
石
の
藩
領
を
非
盤
と
し
て
栄
え
た
城
ド
町
だ
け
に
政
治
・
経
済
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
此
か
な
滸
在
的
脊
源
に
忠
ま
れ
た
地
域
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
請
代
藩
で
あ
っ

た
術
命
と
し
て
守
旧
•
佐
硲
派
と
一
括
り
で
理
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
後
は
複
雑
な
発
展

を
強
い
ら
れ
ま
す
。
旧
藩
体
制
の
鮒
休
と
い
う
。
フ
ロ
セ
ス
を
進
行
さ
せ
つ
つ
、
近
代
社
会
に
適
応
す
る

刹
た
な
社
会
構
造
の
創
出
と
い
う
二
圃
性
が
交
錯
し
つ
つ
、
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
近
代
史
に
お
け

る
こ
の
姫
路
の
発
屎
の
経
緯
は
、
姫
路
の
文
化
的
特
質
を
構
成
し
て
現
在
に
も
影
評
し
て
い
ま
す
。
本

咎
で
は
、
そ
の
梢
成
要
因
を
詳
細
に
分
析
し
、
記
述
し
て
い
ま
す
。

こ
の
巻
に
は
、
姫
路
城
の
削
城
か
ら
廃
藩
9闊
柴
ま
で
の
湘
休
制
の
解
体
、
飾
庖
児
の
成
立
か
ら
兵
帥

県
へ
の
統
合
、
播
但
一
揆
や
地
租
改
正
、
士
族
授
産
や
第
一
一
平
＇
八
田
立
銀
行
の
設
立
な
ど
旧
体
制
の
残

滓
を
泊
符
し
つ
つ
新
体
制
へ
の
適
応
を
板
索
す
る
明
治
初
期
の
姫
路
の
苦
難
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
明
治
一
F
'

一
．
年
の
市
制
施
行
以
後
で
は
、
日
泊
・
日
露
戦
役
を
経
て
叩
都
と
し
て
の
姫
路
の
個

性
が
形
成
さ
れ
る
一
方
で
、
山
陽
鉄
迎
や
播
但
鉄
道
の
敷
設
に
よ
り
活
発
に
展
開
さ
れ
る
経
済
泊
動
を

収
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
姫
路
の
財
界
を
二
分
す
る
「
広
域
主
義
」
と
「
地
域
、
土
義
」
の
拮

抗
な
ど
興
味
深
い
新
小
実
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
義
務
教
育
の
発
展
や
中
等
教
脊
の
将
及
も
教
育

史
に
典
味
を
持
つ
人
に
と
っ
て
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

何
れ
の
分
野
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未
解
明
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
内
容
と
記
述
が
あ
り
、
新
発

見
に
胸
お
ど
る
思
い
を
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
巻
が
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
歴
史
学
習

の
手
引
き
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
馳
致
し
ま
す
。
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姫
路
市
史
第
五
巻
ヒ
本
紺
近
現
代

1

平
成
十
二
年
四
月
十
日

飾
庖
屎
布
達
七
平
成
十
二
年
四
月
十
日

' 「
史
料
賂
理
担
当
、
又
は
、
市
政
梢
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
一
階
）
で
お
求
め
下

さ
＞

ー

喜
齋
の
信
卜
樟
で
、
記
料11担
当
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

頑
内
図
古
館
史
料
柩
理
担
当

2
 

゜
〒
汀
1
0
1
姫
路
市
木
町
六
八
ー
ニ
五
八
（
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
）

虚
話
（
O
七
九
一
-
)
8
9
1
4
8
8
6

近
世
か
ら
近
代
へ

貼
函
入

解
明
す
す
む
姫
路
の
全
貌

ー
本
編
近
現
代
ー
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
ー



発刊当時のチラシにつき表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。
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飾
磨
県
行
政
の
進
展

ー
県
独
自
の
甲
・
乙
．
丙
布
達
ー

監
修
八
木
竹
沿
（
神
戸
大
学
名
秤
教
投
）

柘
皿
冬

ー
i

1
1
I
l
l
椅

俯
況

姫
路
市
史
脊
料
叢
苫
ー

県乙布達箪•Il} き

佑
合
県
ヶ
9

屯
七

降
一
『
（
大
阪
d
i
し
リ
大
学
＇
名
城
大
学
名
符
教
授
）

明
治
七
年
ま
で
の
飾
府
1
0ぷ
布
辻
は
、
中
央
政
府
の
布
店
を
児
民
に
伝
逹

す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
て
、
l
F
l
ぷ
独
自
の
も
の
は
そ
の
間
に
混
じ
っ
て
少
数

の
も
の
が
布
逹
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
八
年
に
入
る
と
、

中
央
政
府
の
布
告
と
は
別
に
、
児
独
自
の
布
~
追
が
大
1
1
.
m
に
、
し
か
も
甲
・
乙
・

丙
号
と
区
分
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
飾
店
県
の
行
政
の
進
展
を

物
謡
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
1
1
1
が
内
の
地
域
の
実
梢
と
行
政
の
実
態
を

示
す
貨
前
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

本
第
七
巻
で
は
、
前
谷
で
予
店
し
た
よ
う
に
、
八
年
．
月

1

卜
ニ
月
の

甲
・
乙
．
丙
サ
布
述
を
収
緑
し
た
。
姫
路
市
市
史
編
犯
奎
で
は
、
散
逸
し

た
こ
れ
ら
の
布
達
を
県
下
か
ら
広
く
収
梨
し
て
き
た
が
、
中
号
は
公
布
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
大
部
分
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
乙
サ

は
そ
の
約
半
分
、
丙
サ
に
い
た
っ
て
は
一
割
余
り
の
も
の
を
収
録
で
き
た

に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
烈
味
で
未
完
成
で
は
あ
る
が
、
今
後
各
地
で
新

し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
る
手
掛
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
考
え
て
、

こ
こ
に
公
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
付
録
と
し
て
、
明
治
五
年
と
八
年
の
飾
肝
1
1
1
定
呂
具
録
を
写
真
版
で

収
め
た
。
こ
の
一
1
年
間
に
県
庁
の
組
織
は
四
諜
か
ら
五
課
と
な
り
、
木
庁

の
官
且
数
も
増
加
し
、
複
雑
と
な
っ
た
行
政
を
支
え
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
．
M
配
本
（
昭
柑
六
卜
．
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世

1

頒
価
六
‘
.
.
.
0
0
円

第
阿
配
本
（
昭
利
六
卜
：

1

年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
四
巻
別
編
姫
路
城

頒
価
n
‘
h
0
0
円

第
：
．
M
配
本
(
f
成
．
J
C
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
二
巻
史
料
編
近
現
代
1

頒
価
六
‘
.
-
0
0
円

第
四
M
配
本
（
平
成
四
年
・
）

〇
姫
路
市
史
第
三
巻
本
綱
近
世
1
A
5
判

頒
価
五
、
四
0
0
円

第
I
i
M
配
本
（
平
成
叫
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
五
巻
上
別
編
民
俗
編
A
5
判

頒
価
l
i
、
'
J
j
0
0
円

第
六
M
配
本
（
平
成
六
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
三
巻
上
史
料
編
近
現
代
2

頒
価
六
｀
几
り

o
l
i
I

P
l

第
し
佃
配
本
（
平
成
し
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
五
巻
中
別
編
文
化
財
編

1

頒
価
：
；
礼
り
0
円

第
八
佃
配
本
平
成
八
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
一
巻
上
史
料
編
近
世
2

額
価
六
．
叫
0
0
円

第
J
L
圃
配
本
（
平
成
卜
印
）

〇
姫
路
市
史
第
七
巻
上
迂
料
編
自
然

領
価
I
i
‘
六
0
0
円

第
|
M
配
本
（
平
成
卜
；
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
一
巻
下
史
料
編

頒
価
丘
、
し

U
n
円

第
|
-
M
配
本
（
平
成
|
•
年
）

〇
姫
路
市
史
第
十
五
巻
下
別
編

頒
価
E
、
.
.
.
)
り
円

姫
路
市
史
竹
料
汲
1
1
1
1

ー

第
．
M
配
本
（
平
成
八
年
）

〇
飾
磨
県
布
達

l

明
治
四
年
十
一
月
i
明
治
六
年
三
月

第
同
配
本
（
f
成
J
L
年
）

〇
飾
磨
県
布
達
二
明
治
六
年
三
月
！
七
月

第.. 

同
配
本
平
成
J
L
年
）

〇
飾
磨
県
布
達
三
明
治
六
年
七
月

5

十
二
月

第
1
1
4回配
本
平
成
卜
年
）

〇
飾
磨
県
布
達
四
明
治
七
年
一
月

5

十
月

第
I
L
M
配
本
平
成
卜
·
年
）

〇
飾
磨
県
布
達
五
明
治
七
年
十
月

5

十
二
月

第
六
M
配
本
（
平
成
卜
．
年
）

〇
飾
磨
梨
布
達
六
明
治
八
年
一
月
i
八
月

※
頒
価
（
各
巻
共
．
、
ム
0
0
円
送
料
各
巻
共

（
送
料
各
を
共
I
i

―
―
万0
円
）

円
）

文
化
財
編
2

近
世
3

A
5
判

A
5

判

A
5
判

四
四
五
頁

A
5
判

A
5
判

A
5

判

五
八
六
頁

A
5

判

八
0
六
頁

八
七
五
頁

五
五
三
頁

九
三
一
頁

九
五
六
頁

七
七
九
頁

八
四
四
頁

（
在
州
な
し
）

A
5
判
九
一
三
頁

A
5

判

九
一
八
頁


